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研究成果の概要（和文）：本研究はこれまで「人の移動」という部分では類似しながら、相互に異なる性格を持
つ現象として捉えられてきた「観光」と「移民」の現代的な相互関係についての研究を行った。その際に本研究
が事例として選択したのが、東南アジアにおける中国系住民（華人）のコミュニティやネットワークが、いかに
して観光資源化しているのかという問題であった。そこでは、華人のコミュニティやネットワークの諸相を「デ
ィアスポラ経験」という概念によって捉え、異なる民族集団や非華人系国民といった複数のエージェント間でい
かにして観光資源として認識、構築、利用されるかという問題について明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：This study performed "Tourism" and the study of the modern mutual relations 
of "Diaspora" that had been arrested as a phenomenon to have different character mutually while 
resembling it in the part called "Migration Studies" until now. It was a problem how the community 
and the network of the Chinese Overseas (Chinese immigrant) in Southeast Asia made tourist 
attractions on this occasion that this study chose as an example. I caught the diverse aspects of 
community and the network of the Chinese immigrant by a concept of "the Diaspora experience" and was
 able to clarify it about recognition, construction, a problem whether was used as tourist 
attractions how there between the plural agents such as the different ethnic group and non-Chinese 
immigrant system nation.
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１．研究開始当初の背景 
2009 年に国連世界観光機関（UNWTO）は
「観光」と「移民」は 21 世紀における無視
できないグローバルな二つの現象であると
いう報告を発表した（UNWTO 2009）。グ
ローバル化の顕著な特徴としてしばしば言
及されるのがヒトの移動の大規模化・加速
化・多様化であるが、この潮流の中で「移民」
と「観光」の相互関係にも注目が集まるよう
になってきたのである。だが両者の関係につ
いてはこれまで十分に研究されてきたとは
言い難い。「観光」が日常の生活空間を離れ
一時的に非日常を楽しむという「消費活動」
である一方で、「移民」とはある地域から別
の地域へと住居を移すことにより長期にわ
たり生活するという「生産活動」としての性
格が強いことが理由の一つであったからだ
と思われる（cf. Hall & Williams 2010）。だ
がグローバル化の進展とそれに伴う移動通
信手段の発展や国境を越えたライフスタイ
ルの多様化により、これまで異なる現象とし
て捉えられがちであった「移民」と「観光」
を過度に弁別して捉える姿勢が反省され、両
者の連続性を研究する必要が認識されるよ
うになった(Coles & Timothy 2004)。 
「移民」と「観光」の相互関係を表す概念と
し て し ば し ば 言 及 さ れ る の が 、 MLT
（Migration-led Tourism: 移民が主導する
観光）と TLM（Tourism-led Migration: 観
光が主導する移民）である。MLT と総称さ
れる観光形態に見られるように、移民による
故郷訪問や親族・知人訪問観光（VFR: Visit 
Friends and Relatives）、祖先の出身国への
巡礼的な訪問、祖先の出身地での「ルーツ観
光」（Root Tourism）の隆盛やそれによる移
民送出地域における経済効果は、移民送出地
域の政府や観光関連企業、地域社会に多大な
影響を与えている（e.g. Basu 2007）。さらに
移民による送金や投資が出身地の観光開発
に対し多大な経済効果を持つことや、ホスト
社会における異文化への寛容度の増加や興
味関心の変化により、自国内の移民コミュニ
ティを観光スポットとして資源化すること
が可能になったことも指摘されている（e.g. 
Rath 2007）。TLM と総称される観光でも、
観光開発に沸く地域（例：ドバイやシンガポ
ール）への外国人労働者の流入や、日本人や
北欧の人々による東南アジアや南欧諸国、南
太平洋地域への退職後のセカンド・ホーム移
民が注目を集めている。UNWTO による、各
国の政策担当者や観光業関係者は今後 MLT
や TLM により注目した政策立案や市場調査
を行う必要がある、という主張は、以上のよ
うな社会的動向を反映している（UNWTO 
2009）。 
しかしながら、移動する人々の規模の拡大や
それに伴う地域社会や関連企業に与える経
済効果については注目が集まる一方で、「移
民」と「観光」に共通するグローバルな背景
や両者の関係性にはいまだに充分な注意が

払われているとは言い難い状況である。 
 
２．研究の目的 
本研究は東南アジアにおける中国系住民（華
人）のコミュニティやネットワークが、いか
にして観光資源化しているのか、またそれが
異なる民族集団や非華人系国民といった複
数のエージェントの間でいかにして観光資
源として認識され、利用されるのかといった
問題について明らかにすることを目的とす
る。それにより従来、「人の移動」という点
で類似してはいるが、相互に異なる現象とし
て捉えられてきた「移民」と「観光」の現代
的な相互関係の一端を明らかにすることを
目的とする。 
MLTやTLMといった観光形態に対する現時
点での興味関心は、それらが移住先にせよ、
移住元にせよ、観光業界や観光地にとってい
かなる経済効果をもたらすのかといった実
利的な問題意識に基づくものが多い。だが観
光という現象が複合的な存在であることは
すでに多くの研究者によって指摘されてき
た。また観光が複合的な現象であるのと同様、
観光に参与する主体も多様であることにつ
いては、古典的な「ホスト＆ゲスト論」や「観
光経験の現象学的研究」等（e.g. Cohen 1979）、
観光研究では常に議論されてきたテーマで
ある。そのため「移民」と「観光」との関係
性を理解する上でも観光の場における主体
の多様性は無視することはできない。そのた
め「移民」と「観光」との現代的な相互関係
の特徴を理解するためには、観光政策や経済
効果に注目する以外にも、そのような複合的
な観光形態が、当事者としての移民やホスト
社会の住民、移民送出地域や移民受け入れ地
域にとっていかなる意味を持っているのか、
という意味論的な視点に基づく研究が必要
とされる（cf. Geoffroy & Sibley 2007）。 
以上の問題意識に基づき、本研究は東南アジ
アの中国系住民を事例として選択し、彼ら彼
女らのコミュニティや生活文化が居住国の
非華人系住民や他国の華人、中国や台湾等の
中国文化圏の住民といった多様なエージェ
ントの中でいかにして観光資源として認識
されてきたのかといった問題を、文学作品や
紀行文、新聞記事等の文献資料研究と、当事
者へのインタビューや参与観察といったフ
ィールドワーク調査という二つの側面から
明らかにすることを計画している。 
 
３．研究の方法 
本研究プロジェクトは東南アジアにおける
華人の生活文化が、多様な主体間の関係の中
でいかにして観光資源化するのかを、文献資
料研究とフィールドワーク調査によって明
らかにする。そのために（1）マレーシア、
シンガポール、タイといった東南アジアの華
人コミュニティ、（2）台湾における東南アジ
ア華人コミュニティと彼ら彼女らの活動、
（3）中国南部の移民送出地域、を調査対象



地域として設定し、これらの地域で東南アジ
ア華人の自己の生活文化や居住地、祖先の故
郷等を調査する。それにより、多民族社会で
の観光政策や、文芸活動・芸術活動による自
己のイメージ操作、世界遺産登録に伴う華人
文化の混淆性の観光資源化といった、文化を
巡るポリティクスに注目した研究を行う。そ
して文献研究とフィールド調査によって得
られたデータを、「観光と移民の現代的な関
係性」という観点から分析・理解する。 
 
４．研究成果 
海外との関連研究を行う研究機関、研究者と
の連携が実現できたことは資金を伴うプロ
ジェクトならではの成果として特筆できる。
その範囲は東・東南アジア、マレーシア（代
表者所属学部間協定校のマラヤ大学、マレー
シア科学大学、プトラ大学、ラーマン大学、
南方大学、新紀元大学）、シンガポール（本
プロジェクトによる交流きっかけに代表者
の所属大学協定校となった南洋理工大学、シ
ンガポール国立大学）、台湾（台北大学、元
智大学、中山大学）におよび、カッコ内の大
学からは複数回の国際研究会合による研究
交流、インタビュー、資料交換を行い、継続
的な共同研究課題をいくつか共有し得た。国
内においても、先行研究と人的リソースにつ
いての収集・聴取（関東、関西圏の大学や観
光関連学会など）とそれらの整理を行った。
前述の国際研究会合は 2015、2016 年度の二
回実施し、本研究課題を中心テーマとし、国
内外（マレーシア、シンガポール、台湾、ア
メリカなど）から研究者が集い、各自の研究
発表と終了後のエクスカーションによって、
膝詰めの議論を行い、豊かな知見が得られた。
国内では英語を交えた国際会議が多いが、本
課題に関連する研究者の民族語に合わせ、運
営、発表、議論を中国語使用としたことで、
他に類を見ない個性的な研究集会を実施す
ることができた。こうしたノウハウを生かし、
今後も同様の実施を国内外から期待されて
いる。現地調査としては、マレーシア、シン
ガポール、台湾、中国で中期間の調査を実施
することができた。本課題についての調査研
究はもちろん、今後の課題継続のテーマとし
て、現在の人の移動状況の背景となった時代、
すなわち冷戦期における分析、検討が明らか
になった。こうした視点は少なくとも国際的
なアジア研究において、現時点のトレンドと
して共有されている。以上の調査研究活動に
より、華人コミュニティの中の移民と観光に
ついての文化資源の構築と変容について、こ
の間の発表業績などで明らかにすることが
できた。 
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